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１ 本市における市街地再開発事業

東後町・ 権堂町Ａ 地区
Ｈ 18.2（ ｸﾞ ﾗﾝﾄﾞ ﾊｲﾂ表参道弐番館）

⻑ 野銀座Ａ -１ 地区
Ｈ 18.9（ TOiGO W EST・ SBC ）

⻑ 野銀座Ｄ -１ 地区
Ｈ 18.9 （ TOiGOパーキング）

⻑ 野駅前Ａ -１ 地区
Ｈ 18.4（ エーワン・ シティ ー）

⻑ 野駅前Ａ -２ 地区
Ｈ 9.11（ ウエスト プラ ザ⻑ 野）

北⻑ 野駅前Ｂ -１ 地区
Ｈ 9.10 （ ノ ルテながの）

北⻑ 野駅前Ｂ -３ 地区
Ｈ 2.11 （ 東急ラ イ フ ）

北⻑ 野駅前Ａ -２ 地区
Ｈ 20.3 (信濃吉田駅前A2ﾋﾞ ﾙ)

⻑ 野駅前A-3地区

⻑ 野駅前Ａ -３ 地区
Ｈ 22.8（ Nacs末広）

権堂Ｂ -１ 地区
Ｈ 27.3（ 権堂イ ースト プラ ザ）
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２ 市街地再開発事業の位置付け

【 ⻑ 野駅周辺エリ ア】

⻑ 野駅前B-1 地区市街地再開発事業

整備面積: 約0.6ha
導入機能: 商業、 業務、 住宅、 その他(広場、 連絡デッ キ等)
整備主体: ⻑ 野駅前B-1地区市街地再開発組合（ 予定）

【 新田町交差点周辺エリ ア】

も んぜんぷら 座敷地利活用推進

【 中央通り ・ 沿道】

中央通り ウォ ーカ ブル推進事業

〇（ 仮称） 中央通り 歩行者優先道路化事業
〇一体型滞在快適性等向上事業
〇（ 仮称） も んぜん青空テラ ス事業

整備計画図

◆重点プロジェ ク ト

中央西地区市街地総合再生基本計画 ( 令和４ 年２ 月策定)
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３ 事業の概要

位置図

長野駅

末広町
交差点
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事業予定区域



・ 耐用年数が超過し た建築物が数多く 存在

・ 土地の細分化

・ ４ ｍ以下の狭隘道路の存在

・ 低未利用（ 空地、 空き 店舗）

地区の現状について
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建物の建築年代

事業予定区域

事業概要

⻑ 野駅前線

施設建築物

至善光寺

至⻑ 野駅
末広町
交差点

区画道路

区
画
道
路

6m

壁面後退 2m

◆まちづく り のコ ンセプト
・ ⻑ 野駅前・ 善光寺表参道入口

と し ての顔づく り 、 賑わいの
創出

・ 災害時に強い建物と 避難時に
有効なスペースの確保による
安全・ 安心なまちづく り

デ
ッ
キ

※施設計画は変更と なる場合があり ます
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◆建築物の整備
・ 主要用途 店舗、 事務所、

共同住宅、 駐車場

・ 敷地面積 約 3, 400㎡
・ 建築面積 約 2, 300㎡
・ 延床面積 約35, 000㎡

区域図

立体駐車場



１ F ｴﾝﾄﾗﾝｽ

4F
5F
6F
7F

1F

2F

3F

GL

機械室

店舗 1 ～3 階

２ F ｴﾝﾄﾗﾝｽ

３ F 駐輪場

４ F ｹ゙ ｽﾄﾙー ﾑ・ ﾗｳﾝｼﾞ ・ 共用室

機械室

共同住宅 5 ～2 8 階

8F

ﾋﾟ ﾛﾃｨ

デッ キ

事務所 4 ～8 階

５ F～28F
共同住宅
約200戸

用途配置図

⻑ 野駅前
A-３ 地区

（ Nacs末広）

⻑ 野駅前線

※施設計画は変更の可能性があり ます
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凡 例

４ 市街地再開発事業に関する都市計画

・ 第一種市街地再開発事業

・ 高度利用地区
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【事業概要】【事業概要】

市街地再開発事業

• 土地の高度利用による都市機能の更新

• 防災性の向上

• 公共公益施設の整備

都市計画事業と し て位置づけ
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〇施行区域

〇公共施設の配置及び規模

〇建築物の整備

〇建築敷地の整備

建築物の形態を定めるこ と で
良好な市街地環境の形成を図る

・ 細分化さ れている敷地の統合を促進

・ 小規模建築物の抑制

・ 有効なオープンスペースの確保

【建築物・建築敷地についての制限】【建築物・建築敷地についての制限】

高度利用地区
10

〇容積率の最高限度と 最低限度

〇建蔽率の最高限度

〇建築面積の最低限度

〇壁面の位置の制限



５ 都市計画に定める内容

第一種市街地再開発事業
（ 長野駅前Ｂ -１ 地区） について
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計画書
名 称 ⻑ 野駅前Ｂ -１ 地区第一種市街地再開発事業

施行区域面積 約0 .7 h a

公
共
施
設
の
配
置
及
び
規
模

道 路

種別 名称 幅員 延⻑ 面積 備 考

都市計画道路
３ ・ ４ ・ ６
中央通り

９ ｍ
（ 18ｍ）

約60ｍ 約600㎡
整備済
（ ） は道路全幅員

都市計画道路
３ ・ ３ ・ ４
⻑ 野駅前線

22ｍ
（ 22ｍ）

約60ｍ 約1, 400㎡
整備済
（ ） は道路全幅員

その他 区画道路 ６ ｍ 約140ｍ 約1, 300㎡

公園及び緑地 ―

下水道 ⻑ 野都市計画(公共下水道)により 整備済み

その他の公共施設 ―

建
築
物
の
整
備

街区番号 建築物
建蔽率 容積率 主要用途 備 考

1

建築面積
延べ面積

(容積対象面積)

約2 ,3 0 0 ㎡
約3 5 ,0 0 0 ㎡

（ 約24,000㎡）
約7 ／1 0 約7 0 ／1 0

店舗
事務所

共同住宅
駐車場

駐車場台数
約180台

その他 （ 参考） 高度利用地区の制限内容 略

建
築
敷
地
の
整
備

街区番号 建築敷地面積 整 備 計 画

1 約3 ,4 0 0 ㎡
道路境界線から 2 . 0 ｍの壁面の位置の制限を設けるこ と により 、 快適な歩行者
空間を確保する。 （ 但し 、 歩行者用デッ キ等こ れら に類する用途に供するも の
には適用し ない。 ）

12第一種市街地再開発事業



理由書
13第一種市街地再開発事業

本地区は、 ⻑ 野駅前の善光寺表参道入り 口に位置し 、 本市の中心市街地
の商業・ 業務の中心的な役割を担う 地区であるが、 人口減少や商業の郊外
流出など中心市街地を取り 巻く 社会環境の変化により 、 まちの活力が低下
し つつある。

また、 地区内には老朽化し た木造建築物や耐用年数の２ /３ を超過し た
耐火建築物など、 機能低下し ている建築物が数多く 存在し ており 、 かつ地
区内道路も 狭隘であるこ と から 、 安全面・ 防災面の改善が求めら れる状況
にある。

こ う し た状況の中、 本市では令和４ 年に『 ⻑ 野中央西地区市街地総合再
生基本計画』 を策定し 、 ⻑ 野駅前周辺の都市の将来像を「 多様な都市機能
の集積により 魅力と にぎわいを生み出すまちの玄関口」 と し て定め、 「 ⻑
野駅前B-１ 地区市街地再開発事業」 を重点プロジェ ク ト と し て位置づけた。

以上から 、 商業・ 業務機能の拡充と まちなか居住の促進を目指し た施設
整備により 、 善光寺表参道と し ての「 顔」 づく り や賑わいを創出すると と
も に、 老朽建物の更新、 狭隘道路の解消による安全・ 安心なまちづく り を
推進するため、 土地の合理的かつ健全な高度利用と 都市機能の更新を図り 、
も っ て公共の福祉に寄与するこ と を目的と し て、 ⻑ 野駅前Ｂ -１ 地区第一
種市街地再開発事業を都市計画に定めるも のである。

計画図
14第一種市街地再開発事業



総括図

15第一種市街地再開発事業

高度利用地区の変更
（ 長野駅前Ｂ -１ 地区） について
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面積
容積率の

最高限度

容積率の

最低限度

建蔽率の

最高限度

建築物の

建築面積の

最低限度

高度利用地区
⻑ 野駅前
Ｂ -１ 地区

0 . 6 h a 7 0 /1 0 3 0 /1 0 7 /1 0 3 0 0 ㎡

但し 、 建蔽率の最高限度は、 建築基準法第5 3 条第３ 項第２

号に該当する建築物にあっ ては1 0 % 、 同条第６ 項第１ 号に

該当する建築物にあっ ては2 0 ％を加えた数値と する。

・ 建築物の壁面後退距離は、 道路境界線から 2 .0 ｍ

但し 、 歩行者用デッ キ等こ れら に類する用途に供するも の

には適用し ない。

計画書

17高度利用地区

理由書
18

本地区は、 ⻑ 野駅前の善光寺表参道入り 口に位置し 、 本市の中心市街地
の商業・ 業務の中心的な役割を担う 地区であるが、 人口減少や商業の郊外
流出など中心市街地を取り 巻く 社会環境の変化により 、 まちの活力が低下
し つつある。

また、 地区内には老朽化し た木造建築物や耐用年数の２ /３ を超過し た耐
火建築物など、 機能低下し ている建築物が数多く 存在し ており 、 かつ地区
内道路も 狭隘であるこ と から 、 安全面・ 防災面の改善が求めら れる状況に
ある。

こ う し た状況の中、 本市では令和４ 年に『 ⻑ 野中央西地区市街地総合再
生基本計画』 を策定し 、 ⻑ 野駅前周辺の都市の将来像を「 多様な都市機能
の集積により 魅力と にぎわいを生み出すまちの玄関口」 と し て定め、 「 ⻑
野駅前B-１ 地区市街地再開発事業」 を重点プロジェ ク ト と し て位置づけた。

以上から 、 商業・ 業務機能の拡充と まちなか居住の促進を目指し た施設
整備により 、 善光寺表参道と し ての「 顔」 づく り や賑わいを創出すると と
も に、 老朽建物の更新、 狭隘道路の解消による安全・ 安心なまちづく り を
推進するため、 土地の合理的かつ健全な高度利用と 都市機能の更新を図り 、
も っ て公共の福祉に寄与するこ と を目的と し て、 必要な高度利用地区の変
更を行う も のである。

高度利用地区



計画図
19高度利用地区

総括図
20高度利用地区



６ スケジュ ール（ 予定）

◆令和5 年1 0 月1 2 日 都市計画素案 住民説明会

◆令和5 年1 1 月1 6 日
～1 2 月1 3 日 都市計画素案の閲覧

◆令和5 年1 2 月1 4 日 公聴会の開催
（ 公述申出があっ た場合）

◆令和6 年１ 月中旬 都市計画案の縦覧（ ２ 週間）

◆令和6 年2 月下旬 ⻑ 野市都市計画審議会

◆令和6 年3 月 都市計画決定
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